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決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

９
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
19
年
度
各

会
計
決
算
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
委
員
会
を
開
会
し
、
委
員
長
、
副

委
員
長
お
よ
び
理
事
を
選
出
し
ま
し
た
。

▽
委
　
　
員

議
長
お
よ
び
議
員
選
出
監
査

委
員
を
除
く
全
議
員

▽
委
員
長

堺
　
　
直
隆

▽
副
委
員
長

原
　
　
浩
三

南
　
　
恵
子

▽
理
　
　
事

阿
部
祐
美
子

渡
部
　
　
茂

西
本
　
貴
子

井
上
八
重
子

委
員
会
で
の
審
査
は
10
月
６
日
か
ら
17
日
ま

で
の
計
７
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
慎
重
審
査
の

の
ち
、
最
終
日
10
月
17
日
に
は
、
各
会
派
よ
り

意
見
表
明
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
・
介
護
保
険
特

別
会
計
は
賛
成
多
数
で
、
老
人
保
健
医
療
特
別

会
計
は
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
10
月
22
日
の
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度

各
会
計
決
算
審
査
の

あ
ら
ま
し

歳 　入�

歳 　出�

国庫支出金�
12,617,550,154（9.7）�

　特別区税�
40,102,884,599�
（31.0）�

特別区交付金�
　　 43,375,560,000�
　　　　　   （33.5）�

諸収入�
5,389,925,306（4.2）�

都支出金�
4,944,385,955（3.8）�

地方消費税交付金�
5,532,516,000（4.3）�

繰入金�
4,055,000,000（3.1）�

使用料及び手数料 �
4,406,945,842（3.4）�

繰越金�
2,754,037,816（2.1）�

分担金及び負担金�
2,109,180,833（1.6）�

利子割交付金�
856,223,000（0.7）� その他�

（財産収入など）�
3,433,312,030（2.6）�

合計�
129,577,521,535

民生費�
　43,675,895,520�
　　    　（34.5）�
�

　 教育費�
23,136,592,035�
（18.3）�

　　　 総務費�
19,895,874,753�
           （15.7）�

土木費�
15,305,355,340（12.1）�

衛生費�
12,185,509,672（9.6）�

公債費�
6,249,679,955（4.9）�

産業経済費�
1,571,800,754（1.3）�諸支出金�

3,853,283,867（3.0）� 議会費�
743,625,241（0.6）�

合計�
126,617,617,137

 会    計 歳入決算額 歳出決算額 翌年度へ繰越�

 一 般 会 計 1,295億7,752万1,535円 1,266億1,761万7,137円 29億5,990万4,398円�

 国民健康保険事業会計 364億8,604万3,989円 354億2,238万6,086円 10億6,365万7,903円�

 老人保健医療特別会計 249億9,413万8,555円 249億8,101万7,399円 1,312万1,156円�

 介 護保険特別会計 160億3,932万7,224円 154億2,640万8,302円 6億1,291万8,922円�

�

平成19年度 決算の概要

一般会計歳入歳出決算内訳
単位：円（％）

平
成
２０
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
２５
日
か
ら
１０
月
２２

日
ま
で
の
２８
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
か
ら
、「
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
」
な
ど

の
議
案
が
、
議
員
よ
り
「
小

規
模
住
宅
用
地
の
都
市
計
画

税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書
」
な
ど
の
議
案

が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
次
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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契
　
　
約

決
　
　
算

そ
の
他
の
議
案

▼
区
立
地
域
密
着
型
多
機
能
ホ
ー

ム
条
例

新
た
な
地
域
密
着
型
多
機
能
ホ

ー
ム
を
設
置
す
る
。

名

称
　
区
立
東
大
井
地
域
密
着

型
多
機
能
ホ
ー
ム

所
在
地
　
東
大
井
五
丁
目
８
番
12

号
施
設
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居

者
生
活
介
護

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護

施
行
期
日
　
平
成
21
年
４
月
１
日

▼
地
区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

小
山
台
一
丁
目
地
区
防
災
街
区

整
備
地
区
計
画
の
一
部
が
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
区
域
内
の
建

築
物
に
つ
い
て
、
敷
地
、
用
途
等

に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
。

施
行
期
日
　
公
布
の
日

▼
区
営
住
宅
条
例

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
単
身
者
の
入
居
資
格
を
改

め
る
。

〔
新
た
に
単
身
で
の
入
居
を
認
め

る
者
〕

「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に

規
定
す
る
支
援
給
付
を
受
け
て
い

る
者

施
行
期
日
　
公
布
の
日

▼
東
品
川
橋
架
替
工
事
（
下
部
工

そ
の
１
）
請
負
契
約

契
約
の
方
法
　
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額
　
　
14
億
４
千
900
万
円

契
約
の
相
手
方

▼
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
す
る
条
例
の
規
定
を
整
備
す

る
。

〔
改
正
す
る
条
例
〕

a

区
議
会
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例

s

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
d

監
査
委
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例

f

区
議
会
に
お
け
る
政
務
調

査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

施
行
期
日
　
公
布
の
日
か
ら
施
行

し
、
改
正
後
の
区
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
、
監
査
委
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
区

議
会
に
お
け
る
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
平

成
20
年
９
月
１
日
か
ら
適
用

鹿
島
・
大
旺
建
設
共
同
企
業
体

工
　
期
　
契
約
締
結
の
日
の
翌
日

〜
平
成
23
年
３
月
31
日

▼
目
黒
川
右
岸
低
地
部
排
水
施
設

整
備
工
事
そ
の
４
請
負
契
約

契
約
の
方
法
　
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額
　
　
７
億
１
千
295
万
円

契
約
の
相
手
方

佐
藤
・
大
旺
建
設
共
同
企
業
体

工
　
期
　
契
約
締
結
の
日
の
翌
日

〜
平
成
22
年
３
月
31
日

▼
戸
越
幹
線
貯
留
管
中
流
部
整
備

工
事
（
シ
ー
ル
ド
工
）
請
負
契
約

契
約
の
方
法
　
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額
　
　
15
億
２
千
250
万
円

契
約
の
相
手
方

五
洋
・
淺
川
建
設
共
同
企
業
体

工
　
期
　
契
約
締
結
の
日
の
翌
日

〜
平
成
22
年
７
月
30
日

▼
平
成
20
年
度
品
川
区
一
般
会
計

補
正
予
算

a

歳
入
歳
出
予
算
補
正
額

６
億
５
千
465
万
７
千
円
追
加

（
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
額

１
千
383
億
１
千
301
万
３
千
円
）

s

債
務
負
担
行
為
補
正
件
数

追
加
１
件

▼
平
成
20
年
度
品
川
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
補
正
予
算

a

歳
入
歳
出
予
算
補
正
額

３
千
万
円
追
加

（
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
額

358
億
３
千
880
万
６
千
円
）

▼
平
成
20
年
度
品
川
区
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

a

歳
入
歳
出
予
算
補
正
額

３
億
185
万
２
千
円
追
加

（
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
額

172
億
８
千
858
万
３
千
円
）

▼
平
成
19
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算

（
１
・
７
・
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
品
川
区
一
般
会
計

補
正
予
算

a

債
務
負
担
行
為
補
正
件
数

変
更
１
件

▼
大
崎
二
丁
目
地
内
特
別
区
道
路

線
の
廃
止
に
つ
い
て

大
崎
二
丁
目
地
内
に
お
い
て
特

別
区
道
路
線
を
廃
止
す
る
。

廃
止
す
る
路
線

位
置
　
大
崎
二
丁
目
地
内

延
長
　
135
・
70
ｍ

幅
員
　
２
・
72
ｍ
か
ら

２
・
84
ｍ
ま
で

面
積
　
374
・
77
㎡

▼
第
70
回
全
国
都
市
問
題
会
議

派
遣
議
員
　
三
上
　
博
志

▼
小
規
模
住
宅
用
地
の
都
市
計
画

税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

▼
小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

▼
商
業
地
等
の
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書

▼
地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書
（
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法

（
仮
称
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求

め
る
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
地
方
公
会
計
制
度
改
革
の
推
進

に
関
す
る
意
見
書
（
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

▼
介
護
報
酬
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
（
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
区
議
会
会
議
規
則

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

規
定
を
整
備
す
る
。

施
行
期
日
　
公
布
の
日

規
則
（
一
部
改
正
）

意
　
見
　
書

区
長
提
案

条
例
（
一
部
改
正
）

議
員
提
案

議
員
派
遣
の
件

第
３
回
定
例
会
の
議
案

予
　
　
算

品川区議会のホームページアドレス　http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/kugikai/index.html

古紙を配合した紙を使用しています。



区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

渡
辺
　
裕
一
　
議
員

（
自
民
）
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件　　名�

○ …… 賛成、× …… 反対 　（　）内は所属議員数　�

議
決
結
果�

自  

民
（12）
�

共  

産
（7）
�

民  

主
（6）
�

無  

ク
（3）
�

無  

会
（2）
�

ネ
ッ
ト
（2）
�

公  

明
（8）
�

意見の分かれた議案（平成20年第3回定例会）�

�

 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

平成20年度一般会計
補正予算�

大崎二丁目地内特別区
道路線の廃止について�

平成19年度一般会計
歳入歳出決算�

平成19年度国民健康保
険事業会計歳入歳出決算�

平成19年度介護保険
特別会計歳入歳出決算�

地方公会計制度改革の
推進に関する意見書�

会派名は次の略語で記載しています。 自民…品川自民党区議団　　公明…品川区議会公明党　　共産…日本共産党品川区議団　　民主…民主品川
無ク…品川区議会無所属クラブ　　無会…品川区議会無所属の会　　ネット…品川・生活者ネットワーク

的
な
思
考
を
前
向
き
に
修
正
す
る

た
め
の
訓
練
を
行
う
、
認
知
行
動

療
法
へ
の
認
識
と
、
デ
イ
ケ
ア
へ

の
導
入
を
。
u
作
業
所
な
ど
で
社

会
参
加
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、

職
場
復
帰
等
の
状
況
は
。
i
社
会

復
帰
へ
の
支
援
の
た
め
に
、
デ
イ

ケ
ア
の
充
実
等
を
す
べ
き
で
は
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
う
つ

病
を
含
む
心
の
健
康
に
つ
い
て
は
、

相
談
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

本
年
か
ら
９
月
を
う
つ
自
殺
予
防

強
化
月
間
と
定
め
、
周
知
に
努
め

て
い
る
。
w
今
後
検
討
す
る
。

e
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
通

じ
て
、
よ
り
一
層
受
診
率
の
向
上

に
努
め
る
。
r
専
門
医
へ
つ
な
げ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
保
健
所
、

企
業
や
医
師
会
の
協
力
の
も
と
に

検
討
会
を
発
足
さ
せ
た
。
t
心
の

健
康
相
談
サ
イ
ト
に
24
時
間
対
応

可
能
な
医
療
機
関
等
を
リ
ン
ク
さ

せ
、
周
知
を
図
る
。
y
症
状
の
改

善
等
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き

る
と
認
識
し
て
お
り
、
デ
イ
ケ
ア

へ
の
応
用
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

u
昨
年
度
う
つ
病
に
よ
る
デ
イ
ケ

ア
利
用
者
５
名
の
う
ち
２
名
の
方

が
就
労
に
結
び
つ
き
、
一
定
の
効

果
を
上
げ
た
。
i
医
療
、
保
健
や

福
祉
が
有
機
的
に
連
携
を
行
い
、

支
援
を
充
実
す
る
。

小
児
細
菌
性
髄
膜
炎
の
予
防
な
ど

予
防
接
種
の
拡
充
に
つ
い
て

q
小
児
細
菌
性
髄
膜
炎
に
対
し

て
3
正
し
い
認
識
を
す
る
た
め
に

解
り
や
す
い
情
報
提
供
の
ツ
ー
ル

を
考
え
て
は
。
e
予
防
に
有
効
な

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
７
価
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
が
市
販
さ
れ
た
後
に
、

費
用
負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て
公

費
助
成
を
し
て
は
。
w
平
成
17
年

第
１
回
定
例
会
で
は
、
乳
幼
児
イ

る
な
ど
の
研
修
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
制

度
を
導
入
し
活
用
し
て
い
る
。

文
化
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
つ
い
て

q
平
成
20
年
度
の
地
方
税
法
改

正
に
お
け
る
寄
附
金
控
除
等
の
概

要
は
。
w
基
金
を
基
本
と
し
て
、

寄
附
金
の
使
途
に
希
望
を
取
り
入

れ
ら
れ
る
制
度
を
。
e
ス
ポ
ー
ツ

の
効
果
に
よ
る
医
療
費
抑
制
に
つ

い
て
3
区
の
状
況
は
。
e
定
期
的

な
実
態
調
査
等
の
必
要
性
は
。

r
働
き
盛
り
の
世
代
に
対
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
施
設
や
教
室
の
拡

充
を
。
t
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場

の
増
設
な
ど
に
見
解
は
。
y
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
誘
致
活
動
に
つ
い
て

3
区
内
で
の
実
施
予
定
競
技
と
場

所
等
は
。
e
区
の
取
り
組
み
は
。

u
２
０
１
３
年
の
東
京
国
体
に
つ

い
て
、
区
で
の
開
催
種
目
と
施
設

改
修
は
。
i
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

等
に
お
け
る
地
域
活
動
等
へ
の
支

援
に
つ
い
て
見
解
は
。
o
音
楽
関

係
団
体
の
自
主
的
な
活
動
へ
の
環

境
整
備
と
、
学
校
跡
地
活
用
に
文

化
芸
術
活
動
が
展
開
で
き
る
空
間

づ
く
り
を
。

企
画
部
長

q
所
得
税
の
寄
附

金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の

う
ち
、
地
方
公
共
団
体
が
条
例
に

q
品
川
区
に
は
全
国
的
に
評
価

を
さ
れ
る
先
進
的
な
事
例
が
数
多

く
あ
る
。
い
い
意
味
で
の
攻
め
の

仕
事
が
で
き
る
雰
囲
気
が
背
景
に

あ
る
の
で
は
。
w
事
業
を
進
め
る

上
で
の
上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
伺
う
。
e
行
政
自
体
の

自
己
評
価
、
異
な
る
第
三
者
機
関

に
よ
る
事
業
評
価
制
度
に
つ
い
て

現
況
等
は
。
r
個
々
の
職
員
へ
の

評
価
方
法
の
基
本
は
。
t
職
員
に

よ
る
自
己
評
価
制
度
を
伺
う
。

y
区
民
の
方
が
勤
め
先
等
で
話
題

に
で
き
る
よ
う
、
評
価
制
度
の
段

階
で
自
慢
で
き
誇
れ
る
取
り
組
み

や
成
果
の
情
報
を
発
信
し
て
は
。

区
長

q
連
携
を
前
提
に
し
た

事
業
部
間
の
競
争
関
係
が
日
常
的

に
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
w
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
思
と
先
端
組

織
の
考
え
が
共
有
さ
れ
て
い
る
な

ど
だ
。
e
自
己
評
価
で
は
事
務
事

業
の
拡
大
や
改
善
、
縮
小
や
廃
止

な
ど
が
組
織
的
、
体
系
的
に
行
わ

れ
、
第
三
者
評
価
で
は
区
民
が
区

政
を
評
価
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
な
ど
だ
。
y
事
務
事
業
の
評
価

の
段
階
で
誇
り
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
施
策
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

区
政
の
成
果
と
し
て
広
く
伝
え
る
。

総
務
部
長

r
人
事
考
課
制
度

を
導
入
し
運
用
し
て
い
る
。
t
職

員
自
ら
が
職
務
上
の
目
標
を
掲
げ

よ
り
指
定
し
た
寄
附
金
を
個
人
住

民
税
の
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
さ

れ
た
な
ど
だ
。
w
具
体
化
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
。
y
3
ホ
ッ
ケ

ー
を
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
ス

ポ
ー
ツ
の
森
、
近
代
五
種
を
大
井

競
馬
場
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
潮
風
公
園
で
実
施
予
定
だ
。

e
区
民
ま
つ
り
等
で
の
招
致
グ
ッ

ズ
の
配
布
な
ど
を
行
っ
た
。
u
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
総
合
体
育
館
で
実

施
予
定
だ
。
改
修
の
必
要
は
な
い
。

i
基
金
制
度
の
活
用
も
含
め
て
検

討
す
る
。
o
場
の
確
保
に
努
め
る
。

教
育
次
長

e
3
健
康
づ
く
り

支
援
事
業
を
、
さ
ら
に
推
進
す
る
。

e
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

r
今
後
と
も
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
対
応
す
る
。

t
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
、

多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
工

夫
を
重
ね
る
。

町
会
支
援
に
つ
い
て

q
町
会
加
入
率
等
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。
w
加
入
促
進
の
た
め

の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

今
後
の
展
開
は
。
e
品
川
区
へ
の

定
住
希
望
に
関
す
る
意
識
調
査
の

結
果
は
。
r
地
域
事
情
に
精
通
し

た
立
場
で
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
的

な
役
割
が
行
政
に
求
め
ら
れ
る
が

見
解
は
。
t
町
会
補
助
制
度
へ
の

考
え
は
。
y
地
域
環
境
整
備
等
助

成
金
の
用
途
や
概
算
等
は
。
u
町

会
を
知
る
こ
と
、
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
や
応
援
す
る
こ
と
に
考
え
は
。

区
民
生
活
事
業
部
長

q
推
計

値
で
は
平
均
約
64
％
だ
。
w
大
井

第
三
地
区
で
は
配
布
済
み
で
、
４

つ
の
地
区
で
は
作
成
作
業
を
進
め

て
い
る
。
e
住
み
続
け
た
い
と
の

意
向
が
約
90
％
を
占
め
る
。
r
情

報
提
供
や
運
営
上
の
課
題
の
相
談

な
ど
が
重
要
な
役
割
に
な
る
。

t
幅
広
く
重
層
的
に
行
っ
て
い
る
。

y
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
に
つ

な
が
る
町
会
活
動
に
対
し
て
包
括

的
に
助
成
し
、
平
均
助
成
額
は
年

間
約
31
万
円
だ
。
u
町
会
の
実
態

を
的
確
に
把
握
し
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
充
実
を
図
り
、
適
時
適
切
な
支

援
を
心
が
け
る
。

q
正
し
い
認
識
と
理
解
へ
の
普

及
啓
発
が
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
重
要
だ
が
方
策
は
。
w
健
康
診

断
の
お
知
ら
せ
な
ど
に
、
う
つ
病

予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
あ
わ
せ
て
、

心
の
健
康
度
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
な
ど
を
同
封
し
て
は
。
e
う
つ

病
・
う
つ
状
態
に
該
当
し
な
が
ら

も
受
診
し
て
い
る
人
は
24
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
受
診
率
向
上

に
つ
い
て
区
の
方
策
は
。
r
医
療

機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の

確
立
を
す
べ
き
だ
が
所
見
は
。

t
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
メ
ー
ル
相
談
窓
口
の

開
設
を
。
y
う
つ
病
特
有
の
否
定

金野　孝子 議員（公明）

総合的なうつ病対策
について

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
対

す
る
公
費
助
成
の
要
望
に
対
し
、

検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

現
段
階
で
、
助
成
が
実
施
さ
れ
な

い
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
3
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
事
で
あ

り
、
健
診
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

て
、
病
気
へ
の
知
識
や
対
処
方
法

に
つ
い
て
周
知
を
図
る
。
e
接
種

が
可
能
と
な
る
時
期
等
に
つ
い
て

動
向
を
見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
す
る
。
w
有
効
性
と
副
作
用

に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
で
の
検
討

が
引
き
続
き
な
さ
れ
て
お
り
、
今

後
と
も
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
、

慎
重
に
対
処
す
る
。

環
境
問
題
に
つ
い
て

q
低
炭
素
化
の
先
端
技
術
で
あ

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
を
街
路
灯
や
区

有
施
設
で
積
極
的
に
推
進
し
、
一

般
家
庭
な
ど
へ
の
波
及
効
果
も
含

め
促
進
を
図
っ
て
は
。
w
区
全
体

の
低
炭
素
化
に
向
け
た
地
域
推
進

計
画
の
策
定
を
。
e
カ
ー
ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
展
望
は
。
r
地
球
温
暖
化
対
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
地
球
温
暖

化
対
策
室
の
設
置
を
。
t
川
や
運

河
な
ど
の
水
辺
環
境
が
身
近
に
あ

る
品
川
区
の
環
境
を
見
つ
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
な
ど

環
境
問
題
を
考
え
る
環
境
学
習
の

場
に
活
用
で
き
な
い
か
。
東
品
川

海
上
公
園
や
し
な
が
わ
水
族
館
な

ど
結
ぶ
、
船
に
よ
る
エ
コ
ツ
ア
ー

の
開
催
に
見
解
は
。

区
長

q
引
き
続
き
最
新
の
技

術
革
新
の
情
報
を
検
証
し
な
が
ら
、

街
路
灯
や
区
有
施
設
へ
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
w
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
の
た
め
の
地
域
の
取
り

組
み
を
総
合
的
に
展
開
す
る
、
地

域
推
進
計
画
を
策
定
す
る
予
定
だ
。

e
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始
ま

り
つ
つ
あ
る
の
で
今
後
検
討
す
る
。

r
昨
年
設
置
し
た
推
進
総
括
者
を

区
長
と
し
、
各
事
業
部
長
を
委
員

と
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
会

議
で
着
実
な
推
進
を
図
る
。
t
環

境
、
教
育
、
観
光
な
ど
の
観
点
か

ら
水
辺
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
区

民
、
地
元
企
業
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
行
政
と
の
役
割
を
明
確
に
し
た

上
で
協
働
に
よ
る
体
制
づ
く
り
を

検
討
す
る
。

第
3
回
定
例
会
で
、
各
会
派
か
ら
11
名
の
議
員
が
、

区
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
政
を
き
く
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請願・陳情の審査結果（平成20年第3回定例会）�
品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、審査結果をお知らせします。�

※採択　（区議会として、ご希望に賛同します。） 趣旨採択（区議会として、ご希望の趣旨には賛同します。） 　�
    不採択（区議会としては、ご希望に賛同しかねます。） 継続審査（区議会として、引き続き慎重に審査します。）�

区 民 �
委員会�

厚 生 �
委員会�

建設委員会�

文教委員会�

議会運営委員会�

行財政改革�
特別委員会�

受理番号�付 託 �
委員会�

審査�
結果※�請願・陳情件名�

小規模住宅用地の都市計画税の軽減措置の継続についての意見書の提出を�
求める請願（計2件） 

平成20年請願  第12、13号 採択�

小規模非住宅用地の固定資産税･都市計画税の減免措置の継続についての�
意見書の提出を求める請願（計2件） 

平成20年請願  第14、15号 採択�

商業地等における固定資産税・都市計画税の負担水準の上限を65％に引き下�
げる減額措置の継続についての意見書の提出を求める請願（計2件） 

平成20年請願  第16、17号 採択�

所得税法第56条の廃止を求める意見書を国に対し提出を求める請願 平成20年請願
  
第18号 不採択�

「地方消費者行政の抜本的拡充に必要な法制度の整備及び財政措置を政府�
等に求める意見書」を提出することを求める件に関する請願 

平成20年請願  第22号 採択�

消費者行政の体制・人員・予算の更なる拡充を求める件に関する請願 平成20年請願
  
第23号 採択�

「＜協同労働の協同組合法（仮称）＞の速やかな制定を求める意見書」を関係�
省庁に提出していただくことに関する請願 

平成20年請願  第24号 採択
�

「先天性疾患（難病）身体障害者（児）へ助成・援助施策の拡充」に関する請願 平成20年請願
  
第11号 不採択�

福祉施設・保育所の最低基準を維持し保育所の直接契約方式を導入しないよう、�
国に対し意見書採択を求める請願 

平成20年請願  第21号 不採択�

リフト付ワゴン車のカーナビ設置についてを求める請願 平成20年請願
  
第25号 不採択�

福祉タクシーの充実についてを求める請願 平成20年請願
  
第27号 不採択�

目黒川の亀の甲橋から太鼓橋の間の西側側道の安全性確保に関する陳情 平成20年陳情
  
第17号 継続審査�

（仮称）荏原西地区小中一貫校の校庭使用に関する請願 平成20年請願
  
第19号 趣旨採択�

議会のバリアフリーについてを求める請願 平成20年請願
  
第26号 趣旨採択�

�
荏原平塚中学校の跡地をスポーツの出来る多目的広場として整備を願う請願 平成20年請願  第20号 継続審査�

築
と
再
開
発
の
計
画
お
よ
び
構
想

に
つ
い
て
、
高
さ
と
棟
数
、
敷
地

面
積
は
。
w
こ
の
ま
ま
再
開
発
を

進
め
れ
ば
地
球
温
暖
化
へ
の
負
荷

な
ど
を
一
層
高
め
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
状
態
に
な
る
の
で
は
。

e
再
開
発
地
で
の
人
工
排
熱
の
抑

制
に
は
、
高
層
化
の
中
止
が
必
要

で
は
。
r
建
築
物
な
ど
で
の
緑
化

率
を
引
き
上
げ
て
は
。
t
屋
上
緑

化
の
保
全
状
況
の
調
査
を
行
っ
て

は
。
y
区
内
で
の
緑
被
率
拡
大
の

目
標
等
を
明
確
に
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
60

を
超
え
る
超
高
層
ビ
ル
は
民
間

単
独
企
業
で
建
築
中
の
建
物
が
３

件
、
建
築
計
画
が
明
ら
か
な
も
の

が
２
件
、
合
計
約
３
・
８
ha
だ
。

市
街
地
再
開
発
事
業
で
は
合
計
７

棟
、
約
６
ha
だ
。
構
想
中
の
も
の

は
未
確
定
だ
。
w
密
集
市
街
地
を

計
画
的
に
再
開
発
し
、
再
生
す
る

こ
と
が
次
世
代
に
つ
な
が
る
環
境

都
市
づ
く
り
で
あ
る
。
e
風
の
道

を
創
出
す
る
共
同
化
や
高
層
化
に

よ
り
道
路
や
空
地
を
生
み
出
す
こ

と
は
、
効
果
的
な
手
法
だ
。
r
区

の
算
定
基
準
に
よ
る
３
割
の
緑
化

基
準
は
現
実
的
な
水
準
だ
。
t
把

握
に
努
め
て
き
た
が
精
度
を
高
め

る
。
y
緑
に
水
面
を
加
え
た
、
み

ど
り
率
を
指
針
と
し
て
目
標
等
を
、

長
期
基
本
計
画
で
示
す
。

「
防
災
」
口
実
の
２９
号
線
ゴ
リ
押

し
を
止
め
、
住
宅
耐
震
化
９
割

達
成
に
本
腰
を

q
都
市
計
画
道
路
補
助
29
号
線

に
つ
い
て
3
交
通
量
予
測
と
、
五

反
田
に
出
入
り
口
を
つ
く
る
中
央

環
状
高
速
品
川
線
が
完
成
し
た
場

合
の
予
測
は
。
e
住
民
に
反
対
意

見
は
な
く
、
建
設
に
合
意
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
4
総
事

業
費
の
見
込
み
は
。
w
住
宅
耐
震

化
に
つ
い
て
3
90
％
を
達
成
し
た

場
合
、
出
火
率
等
の
変
化
は
。

e
90
％
に
向
け
た
事
業
化
に
考
え

は
。
4
長
期
計
画
に
目
標
を
明
記

し
、
具
体
策
を
示
し
て
は
。
5
住

民
説
明
会
な
ど
住
民
へ
の
啓
発
の

抜
本
的
強
化
を
し
て
は
。
6
耐
震

診
断
の
無
料
化
を
し
て
は
。
t
低

所
得
者
等
に
対
す
る
助
成
額
引
き

上
げ
や
相
談
体
制
の
強
化
を
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
3

都
は
将
来
交
通
量
の
試
算
を
行
っ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
完
成
後
の
資

料
も
な
い
。
e
戸
越
公
園
駅
と
周

辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
は

当
該
道
路
の
整
備
を
前
提
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
な

ど
だ
。
4
示
す
資
料
が
な
い
。

w
3
耐
震
化
率
の
変
化
で
は
出
火

率
等
は
変
化
し
な
い
。
e
必
要
性

を
周
知
し
支
援
策
を
広
く
活
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
。

4
目
標
値
を
記
載
す
る
考
え
は
な

い
。
個
別
の
事
業
は
総
合
実
施
計

画
に
位
置
づ
け
る
。
5
防
災
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
で
の
周
知
な
ど
普

及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
6
こ
れ

ま
で
の
制
度
を
無
料
化
す
る
考
え

は
な
い
。
t
高
齢
者
世
帯
等
で
低

所
得
者
の
方
を
対
象
に
し
た
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
設
置
支
援
や
、

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

商
店
街
が
切
望
す
る
装
飾
灯

電
気
代
の
補
助
増
額
を

q
す
べ
て
の
商
店
街
で
補
助
率

50
％
以
上
と
な
る
よ
う
に
、
直
ち

に
引
き
上
げ
て
は
。
w
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
交
換
な
ど
を
進
め
て
は
。

区
民
生
活
事
業
部
長

q
比
較

的
小
規
模
な
商
店
街
ほ
ど
補
助
率

が
高
く
な
り
、
ま
た
単
価
、
総
額

と
も
近
隣
区
と
比
較
し
て
遜
色
な

い
。
w
技
術
的
な
課
題
が
あ
り
、

ま
ず
課
題
の
解
決
が
必
要
だ
。

や
時
期
は
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
総
合
実
施
計
画
や
そ
の

他
の
個
別
計
画
等
で
定
め
て
い
る
。

そ
の
際
、
事
業
部
間
で
課
題
や
情

報
を
共
有
し
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

w
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
お
お
む
ね

実
施
さ
れ
て
い
る
。
e
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
概
要
を
公
表
す
る
な

ど
だ
。
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て

も
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
お
知
ら

せ
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。
r
企

業
の
開
発
動
向
を
注
目
す
る
と
と

も
に
、
利
用
促
進
を
わ
か
り
や
す

く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
や
、
導
入
促
進

の
た
め
の
支
援
の
あ
り
方
も
検
討

す
る
。
t
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
た
太
陽
光
発
電
で
は
、
年
間

約
１
千
400
kw
の
電
力
を
生
ん
だ
な

ど
だ
。
実
際
の
効
果
の
ほ
か
に
も

環
境
啓
発
に
活
用
し
て
い
る
。

y
国
で
は
新
た
な
助
成
制
度
の
創

設
を
検
討
中
で
、
都
も
太
陽
光
発

電
の
補
助
制
度
を
導
入
予
定
だ
。

補
助
制
度
の
充
実
に
よ
り
一
般
家

庭
へ
の
普
及
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
る
。
u
遮
熱
性
塗
装
の
耐
久

性
や
有
効
性
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
う
。
i
ま
ず
は
国
の
施
策
と

し
て
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
o
メ
ー
カ
ー
の
実
証
例
な
ど

を
参
考
に
し
て
、
わ
か
り
や
す
い

形
で
情
報
提
供
を
行
う
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

q
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活

動
へ
の
取
り
組
み
は
。
w
平
成
25

年
９
月
に
国
民
体
育
大
会
が
東
京

で
開
催
さ
れ
、
品
川
区
で
は
総
合

体
育
館
が
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
会
場

と
な
る
。
3
準
備
委
員
会
か
ら
会

場
を
指
定
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ

と
も
区
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
か
。

e
会
場
を
中
心
と
し
た
地
域
の
商

店
街
な
ど
と
協
働
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
進
め
て
い
く
の
か
。
e
ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
方
々
と
地
域
の
方
々
と

は
、
施
設
利
用
に
関
し
て
多
少
の

温
度
差
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
生
活
環
境
を
守
る
こ
と

も
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
行
う
こ
と

も
区
の
仕
事
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

調
整
を
し
て
い
る
の
か
。
r
ス
ポ

ー
ツ
を
行
う
環
境
を
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
。
t
品
川
区

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
趣
旨
を
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長

q
区
民
ま
つ
り
等

で
の
招
致
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
っ

た
な
ど
だ
。
w
3
都
の
国
体
準
備

室
か
ら
23
区
内
で
の
開
催
協
力
の

要
請
が
あ
り
、
区
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
総
合
体
育

館
で
の
開
催
を
希
望
し
た
。
そ
の

後
、
都
と
競
技
団
体
等
と
の
調
整

を
経
て
決
定
さ
れ
た
。
e
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。
e
施
設
利
用
に

関
す
る
近
隣
か
ら
の
苦
情
や
要
望

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
近
隣
の
皆

様
の
日
常
生
活
に
十
分
配
慮
し
て

利
用
団
体
に
利
用
方
法
の
改
善
を

求
め
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

r
既
存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
。
t
区
民
の

皆
様
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
品
川

区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は
じ
め
関
係

団
体
と
連
携
し
て
ス
ポ
ー
ツ
事
業

の
拡
充
を
図
り
、
条
例
の
趣
旨
を

生
か
す
よ
う
努
め
る
。

q
品
川
区
環
境
計
画
に
は
地
球

環
境
を
中
心
と
し
て
自
然
環
境
、

生
活
環
境
、
快
適
環
境
、
環
境
活

動
と
あ
り
、
幅
広
く
事
業
部
に
ま

た
が
っ
て
い
る
が
、
連
携
の
方
法

は
。
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
る
の

か
。
状
況
の
変
化
へ
の
対
応
は
。

w
計
画
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

e
計
画
は
区
民
や
区
内
事
業
所
も

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
周
知
方

法
な
ど
は
。
r
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
は
。

t
総
合
区
民
会
館
、
保
養
所
な
ど

23
か
所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
雨
水
利
用
な
ど
を
導
入
し
て
い

る
が
、
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
り

環
境
貢
献
を
行
っ
た
の
か
。
y
環

境
共
生
や
住
宅
助
成
事
業
の
制
度

で
は
、
太
陽
光
発
電
の
初
期
投
資

費
用
に
200
万
円
か
ら
250
万
円
か
か

る
が
売
電
で
き
る
の
は
月
額
１
万

円
程
度
だ
。
一
般
家
庭
で
は
意
識

が
高
く
て
も
導
入
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
の
で
は
。
u
遮
熱
性
塗

装
を
助
成
対
象
に
し
て
は
。
i
太

陽
光
発
電
を
含
む
助
成
対
象
を
個

人
か
ら
法
人
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

に
考
え
は
。
o
助
成
し
て
施
工
し

た
住
宅
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、

ど
の
程
度
の
環
境
貢
献
が
行
わ
れ

て
い
る
か
把
握
し
公
表
し
て
は
。

区
長

q
環
境
計
画
は
、
区
の

め
ざ
す
べ
き
環
境
像
と
そ
の
実
現

に
向
け
た
施
策
の
方
向
性
を
示
す

も
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
部
が

取
り
組
む
施
策
を
総
合
的
に
取
り

上
げ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
規
模

q
福
祉
充
実
へ
抜
本
的
に
切
り

か
え
、
冒
頭
に
福
祉
を
位
置
づ
け

て
は
。
w
区
営
住
宅
等
の
増
設
を

盛
り
込
ん
で
は
。
e
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
増
設
の
具
体
的
な
目
標

を
設
定
し
て
は
。
r
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
多
く
の
意
見
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
た
め
、
計
画
案
の
周

知
へ
の
工
夫
が
必
要
だ
。
広
報
の

全
戸
配
布
な
ど
を
行
っ
て
は
。

区
長

q
特
定
の
政
策
課
題
に

特
別
の
位
置
づ
け
を
付
与
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
w
区
営
住

宅
の
増
設
を
推
進
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
e
実
施
計
画
上
の

課
題
だ
。
r
素
案
は
広
範
な
区
民

の
皆
様
と
の
意
見
交
換
等
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
策
定
委
員
会
の
考
え

を
伺
っ
た
上
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
付
す
も
の
だ
。
配
布
方
法

を
含
め
基
本
構
想
と
同
様
の
考
え

で
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
生
み
だ
す
超
高
層

ビ
ル
建
設
の
大
規
模
開
発
は

中
止
を

q
現
時
点
で
の
超
高
層
ビ
ル
建

宮崎　克俊　議員（共産）

「構造改革」路線改め、
貧困・格差から暮らし守る
長期基本計画に

地
球
温
暖
化
問
題
を
と
ら
え
て

稲
川
　
貴
之
　
議
員

（
民
主
）

ｍ
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え
る
。
w
療
養
病
床
の
転
換
に
見

ら
れ
る
医
療
保
険
か
ら
介
護
保
険

へ
の
切
り
か
え
な
ど
が
問
題
だ
。

e
引
き
続
き
健
全
で
適
正
な
運
営

に
努
め
て
い
く
。
r
法
の
趣
旨
か

ら
は
、
保
険
給
付
に
充
当
す
る
性

格
の
も
の
だ
。
t
施
設
転
換
時
に

お
い
て
も
、
施
設
側
で
適
切
に
対

応
す
る
よ
う
区
も
取
り
組
ん
で
い

く
。
y
当
該
高
齢
者
ご
と
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、

基
本
的
に
は
対
応
が
で
き
て
い
る
。

u
拡
充
に
努
め
る
。
i
介
護
保
険

の
市
町
村
特
別
給
付
事
業
の
対
象

サ
ー
ビ
ス
に
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の

が
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
o
施

設
整
備
補
助
金
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

の
み
が
原
則
と
し
て
対
象
だ
が
、

都
市
部
の
特
養
ホ
ー
ム
は
多
床
室

型
タ
イ
プ
も
対
象
に
す
る
べ
き
だ

と
考
え
て
お
り
都
と
協
議
し
て
い

る
。
!0
引
き
続
き
区
内
社
会
福
祉

法
人
と
連
携
し
対
応
を
研
究
し
て

い
く
。
!1
現
在
、
具
体
的
な
検
討

を
し
て
い
る
。

生
活
に
関
わ
る
相
談
窓
口
の
拡
充

と
多
重
債
務
問
題
な
ど
に
つ
い
て

q
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相

談
窓
口
を
常
設
、
ま
た
は
定
期
的

し
Ｃ
Ｏ
２

の
約
20
％
削
減
に
成
功

し
た
と
聞
い
て
い
る
。
大
崎
駅
周

辺
地
域
で
も
エ
リ
ア
全
体
と
し
て

の
環
境
対
策
を
検
討
し
て
は
。

w
環
境
面
で
よ
り
優
位
な
交
通
手

段
を
選
択
さ
せ
る
よ
う
促
し
て
い

く
べ
き
だ
が
、
自
転
車
利
用
を
促

進
し
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
る
区

の
考
え
は
。
e
東
京
湾
か
ら
目
黒

川
に
沿
っ
て
吹
い
て
く
る
風
で
、

ま
ち
全
体
を
冷
や
す
「
風
の
道
」

計
画
に
つ
い
て
3
考
え
方
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
は
。
e
今

後
指
針
と
し
て
区
は
何
を
発
信
し

て
い
く
の
か
。

環
境
清
掃
事
業
部
長

q
地
域

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
は
導
入
さ
れ
て

い
な
い
が
、
個
別
の
建
物
ご
と
に

最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な

ど
適
切
な
環
境
対
策
が
行
わ
れ
て

い
る
。
w
区
道
の
幅
員
が
狭
く
自

転
車
が
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境

に
な
い
た
め
、
自
転
車
利
用
か
ら

徒
歩
な
ど
の
移
動
に
生
活
習
慣
を

変
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。
e
3
今
ま
さ
に
進
行
中

で
あ
り
、
効
果
を
報
告
で
き
る
段

階
で
は
な
い
。
e
環
境
問
題
に
対

し
て
、
地
域
全
体
で
共
通
認
識
を

持
ち
、
官
民
協
働
で
主
体
的
な
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
へ
の
重
要
性

を
発
信
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
に
つ
い
て

q
都
か
ら
の
移
管
を
受
け
開
園

し
た
品
川
南
ふ
頭
公
園
の
利
用
状

q
区
民
の
血
税
を
有
効
に
使
用

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
を

考
え
た
と
き
、
常
に
自
分
の
襟
元

を
正
す
姿
勢
が
大
事
で
は
。
w
区

管
理
職
で
過
去
５
年
間
に
退
職
し
、

退
職
後
２
年
以
内
に
区
の
い
わ
ゆ

る
外
郭
団
体
で
働
い
て
い
る
方
の

人
数
は
。
e
外
郭
団
体
の
役
職
に

あ
る
方
の
報
酬
は
。
r
公
益
法
人

制
度
改
革
関
連
法
の
改
正
に
よ
り
、

現
在
の
区
の
関
係
法
人
が
公
益
認

定
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
の
対
策

は
。
t
外
郭
団
体
等
に
対
す
る
区

か
ら
の
補
助
金
が
流
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
蓄
積
、
す
な
わ
ち
「
埋

蔵
金
」
に
つ
い
て
区
の
見
解
は
。

区
長

q
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
徹
す

る
と
と
も
に
、
法
制
度
に
即
し
た

運
営
に
努
め
て
い
る
。
w
過
去
５

年
間
に
退
職
し
た
管
理
職
17
名
の

う
ち
、
質
問
に
該
当
す
る
者
は
７

名
だ
。
e
常
務
理
事
や
事
務
局
長

は
区
再
任
用
職
員
の
給
与
基
準
を

準
用
し
、
区
現
役
職
員
が
兼
務
し

て
い
る
場
合
は
無
報
酬
だ
。
r
今

後
、
認
定
基
準
が
示
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
を
踏
ま
え
手
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。
t
恣
意
的
に
流
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
仕
組
み
で
、

問
題
を
生
じ
る
余
地
は
な
い
。

環
境
問
題
「
エ
コ
」
に
つ
い
て
　

q
大
手
町
・
丸
の
内
地
区
で
は

冷
暖
房
を
エ
リ
ア
全
体
で
集
中
化

況
等
は
。
w
運
動
施
設
を
効
率
的

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
対
策

は
。
e
区
内
の
草
野
球
チ
ー
ム
か

ら
な
か
な
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
と
れ

な
い
と
の
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。

心
と
体
の
健
康
を
促
進
す
る
意
味

で
、
運
動
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
新
し
い

運
動
施
設
の
建
設
予
定
等
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

教
育
次
長

q
夜
間
と
土
・
日
・

祝
日
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
高
い

利
用
率
だ
。
w
利
用
希
望
者
が
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
空
き
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る

な
ど
、
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
e
用
地

の
確
保
な
ど
難
し
い
課
題
が
あ
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
取
り

組
み
に
よ
り
既
存
施
設
の
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

自
殺
対
策
基
本
法
等
に
つ
い
て

q
自
殺
総
合
対
策
大
綱
が
策
定

さ
れ
た
が
、
区
に
お
い
て
も
何
ら

か
の
対
策
が
必
要
で
は
。
w
国
と

地
方
の
連
携
に
つ
い
て
区
に
要
請

等
が
来
て
い
る
の
か
。
e
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
の
措
置
が
急
務
だ

と
考
え
る
が
、
区
の
考
え
は
。

r
今
後
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
問
題

に
関
し
て
対
処
し
て
い
く
の
か
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
本
年

か
ら
、
９
月
を
う
つ
自
殺
予
防
強

化
月
間
と
定
め
、
専
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
予
防
対
策
を
強

化
し
て
い
る
。
w
要
請
は
な
い
が
、

本
年
度
、
都
と
連
携
し
連
絡
会
議

の
開
催
な
ど
で
予
防
対
策
を
推
進

す
る
予
定
だ
。
e
精
神
保
健
相
談

を
自
殺
予
防
の
相
談
窓
口
と
し
て

位
置
づ
け
、
精
神
科
専
門
医
に
よ

る
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
r
国
や

都
と
連
携
し
自
殺
予
防
対
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

q
国
の
参
酌
標
準
の
効
力
等
と
、

今
後
の
区
の
制
度
運
営
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。
w
区
の
介

護
保
険
財
政
の
見
通
し
は
。
e
次

期
事
業
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の

基
本
姿
勢
は
。
r
介
護
給
付
費
等

準
備
基
金
の
使
途
基
準
な
ど
は
。

t
療
養
病
床
が
再
編
さ
れ
る
が
、

介
護
型
療
養
病
床
に
入
院
し
て
お

ら
れ
る
区
民
へ
の
対
応
は
。
y
在

宅
介
護
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

家
庭
の
実
情
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
見

直
し
を
。
u
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
拡
充
の
考
え
は
。
i
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
提
供
す

る
自
費
サ
ー
ビ
ス
も
区
独
自
で
支

援
を
。
o
参
酌
標
準
の
対
象
と
な

る
施
設
に
関
す
る
区
の
見
通
し
は
。

!0
施
設
入
所
者
の
重
度
化
に
伴
う

職
員
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
考
え

は
。
!1
介
護
従
事
者
の
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
の
支
援
や
配
慮
に
考

え
は
。

福
祉
高
齢
事
業
部
長

q
指
針

で
あ
り
法
的
拘
束
力
は
な
い
。
保

険
者
で
独
自
に
判
断
す
る
場
面
が

あ
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
考

若林　広毅 議員（公明）

介護について

国
同
様
の
無
駄
や
「
埋
蔵
金
」

に
つ
い
て

原
　
　
浩
三
　
議
員

（
自
民
）

に
開
く
こ
と
に
所
見
は
。
w
昨
年

国
が
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
が
、
相
談
窓
口

の
整
備
強
化
の
本
区
の
現
状
な
ど

は
。
e
都
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

「
東
京
モ
デ
ル
」
と
区
と
の
関
係

性
な
ど
は
。
r
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
し
付
け
の
現
状
は
。
t
金
融

経
済
教
育
に
つ
い
て
3
学
校
教
育

に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
な
ど
は
。

e
成
人
に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
。

y
ヤ
ミ
金
撲
滅
に
向
け
た
取
り
締

ま
り
の
強
化
は
。
u
消
費
者
セ
ン

タ
ー
の
行
政
機
能
を
強
化
す
る
な

ど
改
革
を
進
め
て
は
。

区
民
生
活
事
業
部
長

q
今
後

も
機
を
と
ら
え
、
実
効
性
の
あ
る

相
談
の
実
施
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。
w
弁
護
士
会
等
の
専
門
機
関

に
紹
介
す
る
ほ
か
自
主
交
渉
へ
の

助
言
な
ど
で
解
決
を
援
助
し
た
。

e
本
年
度
、
都
と
共
催
で
「
東
京

モ
デ
ル
」
を
活
用
し
た
多
重
債
務

相
談
を
実
施
し
た
。
今
後
も
こ
れ

を
活
用
し
救
済
を
図
る
。
r
品
川

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い

る
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
な

ど
だ
。
t
3
消
費
生
活
を
送
る
上

で
必
要
な
基
本
的
な
知
識
な
ど
を

学
ん
で
い
る
。
e
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

地方消費者行政の充実を求める意見書
輸入冷凍餃子への毒物混入や事故米穀の不正規流通問題、
一連の食品偽装表示事件など、食の安全・安心に関わる問題
をはじめ、ガス湯沸かし器による一酸化炭素中毒事故、シュ
レッダーによる指切断事故など、多くの分野で消費者被害が
発生し、顕在化している。さらには多重債務、架空請求、振
り込め詐欺などの被害も後を絶たない状況である。
地方自治体の消費生活相談窓口である消費者センターは、
消費者にとって身近で頼りになる相談窓口であり、被害の多
くは同センターに相談が寄せられている。また、全国におけ
る相談件数も、近年大幅に増加しており、消費者センターの
役割は一層重要なものとなっている。
このような状況の中、政府は消費者行政の一元化・強化の
方針を打ち出し、消費者庁の設置などの政策を検討している
が、消費者利益が守られるためには、地方における消費者行
政の充実強化が不可欠である。
よって、品川区議会は、消費者の目線に立った消費者行政
を実現させるため、下記の事項を強く要望する。

記

１　消費者の苦情相談が地方自治体の消費生活相談窓口で適
切に助言・あっせん等により解決されるよう、消費者セ
ンターを法的に位置づけるとともに、消費者被害状況の
集約体制を強化し、国と地方のネットワークを充実する
こと等、必要な法制度の整備をすること。

２　地方消費者行政の体制・人員・予算を抜本的に拡充強化
するため、必要な財政措置を講ずること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出
する。

平成20年10月22日

品川区議会議長　伊藤昌宏

衆 議 院 議 長　河野　洋平　様
参 議 院 議 長　江田　五月　様
内閣総理大臣　麻生　太郎　様
総 務 大 臣　鳩山　邦夫　様
消費者行政推進担当大臣 野田　聖子　様

y
今
後
も
警
察
と
迅
速
な
連
携
を

と
り
、
被
害
の
防
止
に
努
め
る
。

u
夜
間
電
話
相
談
を
実
施
す
る
な

ど
一
層
の
充
実
を
図
り
被
害
防
止

に
力
を
入
れ
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
伴
う
区
内
中
小
事
業

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

q
７
月
か
ら
遡
及
実
施
さ
れ
た

「
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
」
に
つ
い

て
3
今
後
の
見
通
し
な
ど
は
。

e
積
算
基
準
の
改
定
状
況
な
ど
は
。

4
運
用
拡
大
の
早
急
な
対
応
な
ど

に
つ
い
て
区
の
所
見
は
。
w
中
小

企
業
へ
の
今
後
の
支
援
な
ど
に
つ

い
て
伺
う
。
e
い
わ
ゆ
る
「
全
体

ス
ラ
イ
ド
条
項
」
の
適
用
に
つ
い

て
考
え
は
。

区
長

q
3
該
当
す
る
工
事
が

あ
れ
ば
契
約
金
額
の
変
更
請
求
が

行
わ
れ
る
見
通
し
だ
。
e
ほ
ぼ
毎

月
改
定
し
て
、
市
場
動
向
を
踏
ま

え
た
予
定
価
格
の
算
定
に
努
め
て

い
る
。
4
国
や
都
の
運
用
状
況
を

把
握
し
対
応
に
お
く
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
努
め
る
。
w
再
度
緊
急
対

策
資
金
を
実
施
す
る
な
ど
の
支
援

策
を
展
開
す
る
。
e
国
な
ど
の
運

用
状
況
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。



No.210 発行　平成20年（2008年）11月20日5

へ
の
意
識
啓
発
の
施
策
を
展
開
す

る
べ
き
で
は
。
!0
み
ど
り
に
お
け

る
事
業
の
あ
り
方
を
再
度
検
討
し
、

効
果
あ
る
行
動
計
画
を
作
成
す
る

べ
き
で
は
。
!1
社
会
に
で
れ
ば
理

不
尽
な
こ
と
は
数
多
く
あ
る
。
職

員
の
研
修
内
容
を
精
査
し
効
果
的

な
研
修
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

は
。
!2
学
校
で
も
理
不
尽
教
育
を

さ
ら
に
強
化
す
る
べ
き
で
は
。

区
長

q
財
政
規
模
の
面
に
お

い
て
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
柔

軟
に
伸
縮
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
な
ど
だ
。
w
費
用

対
効
果
や
財
源
の
裏
づ
け
を
中
心

に
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
検
証
や
事

務
事
業
の
見
直
し
を
徹
底
し
て
い

く
。
e
多
く
の
機
会
を
活
用
し
、

き
め
細
や
か
な
説
明
を
心
が
け
一

層
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
。
r
実
施
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ

と
予
算
編
成
相
互
の
あ
り
方
は
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

!1
困
難
を
乗
り
越
え
、
自
ら
考
え

て
対
処
す
る
た
く
ま
し
さ
な
ど
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
育
成
し
て

い
く
。
!2
理
不
尽
な
こ
と
に
屈
し

な
い
資
質
や
力
を
す
べ
て
の
学
校

教
育
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
べ
く

指
導
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

t
第

一
義
的
に
は
国
政
の
場
で
整
理
さ

れ
る
べ
き
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

y
地
域
に
与
え
る
影
響
や
役
割
を

踏
ま
え
適
切
に
施
策
を
進
め
る
。

u
宅
建
品
川
支
部
の
協
力
に
よ
り

支
援
を
行
い
民
間
住
宅
市
場
の
強

化
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
借
地
関

係
の
整
理
な
ど
を
支
援
し
、
住
宅

市
場
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
の
補
完
を
考
え
て
い
る
。
i
引

き
続
き
人
口
構
成
を
視
野
に
入
れ

て
定
住
化
の
促
進
を
図
る
。
o
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
Ｃ
Ｏ
２

排

出
削
減
の
啓
発
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
る
。
!0
５
年
ご
と
に
行
う
予

定
の
み
ど
り
の
実
態
調
査
の
結
果

を
検
証
し
再
検
討
し
て
い
く
。

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

q
今
後
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
教

育
活
動
は
、
教
育
委
員
会
が
主
導

で
関
係
団
体
と
連
携
を
図
る
べ
き

で
は
。
w
区
立
小
中
学
校
出
身
者

が
全
国
大
会
に
出
場
し
た
場
合
な

ど
に
、
出
身
小
中
学
校
で
垂
れ
幕

を
下
げ
る
な
ど
地
域
全
体
で
応
援
、

表
彰
を
行
う
べ
き
で
は
。
e
文
部

科
学
省
が
進
め
る
中
学
校
の
武
道

場
整
備
の
モ
デ
ル
事
業
に
区
も
参

加
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
次
長

q
茶
道
で
の
経
緯

と
成
果
を
踏
ま
え
学
校
に
対
し
必

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

w
地
域
や
学
校
の
関
係
者
と
相
談
・

協
議
し
て
決
め
る
こ
と
が
適
し
て

い
る
と
考
え
る
。
e
今
後
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

八
潮
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
に
つ
い
て
国
や
都
で
は
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
型
を
基
本
に
推
進
し
て
い

る
が
、
区
は
合
理
的
理
由
を
認
め

て
も
ら
い
多
床
室
型
の
施
設
を
整

備
す
る
べ
き
で
は
。
w
多
世
代
に

わ
た
る
区
民
の
活
動
交
流
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
、
八
潮
地
区
以
外

の
区
民
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き

再
度
検
討
が
必
要
な
の
で
は
。

企
画
部
長

q
区
で
は
従
来
の

多
床
室
型
も
補
助
制
度
の
対
象
と

す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
都

も
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
w
幅
広
い
区
民
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
魅
力
的
で

集
客
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
事

業
展
開
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

中
途
採
用
者
が
集
ま
ら
な
い
状
況

等
を
認
識
し
て
い
る
。
有
効
な
方

策
は
な
い
か
、
検
討
し
て
い
る
。

２０
億
円
も
溜
め
込
ん
だ
基
金
は
、

介
護
保
険
料
の
値
下
げ
で
高
齢
者

に
還
元
を

q
第
四
期
の
保
険
料
設
定
に
当

た
り
、
基
金
の
取
り
崩
し
へ
の
区

の
考
え
方
は
。
た
め
込
ん
だ
基
金

を
取
り
崩
し
、
保
険
料
を
値
下
げ

す
る
べ
き
で
は
。
w
第
三
期
の
保

険
料
を
、
６
段
階
に
し
た
の
は
23

区
で
品
川
区
だ
け
だ
。
第
四
期
で

は
多
段
階
等
と
し
て
は
。

福
祉
高
齢
事
業
部
長

q
現
在
、

保
険
料
に
つ
い
て
は
推
計
中
で
あ

り
、
基
金
の
活
用
を
含
め
、
お
答

え
す
る
段
階
に
は
な
い
。
w
制
度

の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、

税
制
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
を
多

段
階
化
の
中
で
生
か
す
案
が
示
さ

れ
て
お
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

怒
り
沸
騰
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
廃
止
を

q
保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
っ
た

７
月
か
ら
２
か
月
間
の
、
苦
情
や

問
い
合
わ
せ
の
中
身
は
。
多
く
の

件
数
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
区

の
認
識
は
。
w
医
療
費
が
削
減
さ

れ
続
け
る
中
、
日
本
の
医
療
制
度

が
崩
壊
寸
前
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
区
の
認
識
等
を
伺
う
。

区
長

q
保
険
料
の
算
定
方
法

や
支
払
い
方
法
等
だ
。
新
し
い
制

度
へ
の
周
知
期
間
が
短
か
っ
た
た

め
、
周
知
が
行
き
届
か
な
か
っ
た

部
分
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
方
々

に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
と
認
識

を
し
て
い
る
。
w
だ
れ
も
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
日
本
の

国
民
皆
保
険
制
度
は
、
す
ぐ
れ
た

制
度
だ
と
認
識
し
て
い
る
な
ど
だ
。

区
民
、
子
ど
も
不
在
の
学
校
統
廃

合
計
画
は
中
止
を

q
子
ど
も
や
保
護
者
等
が
知
ら

な
い
ま
ま
進
め
る
学
校
統
廃
合
は

間
違
っ
て
い
る
。
直
ち
に
住
民
へ

の
説
明
会
を
開
催
し
、
仕
切
り
直

し
す
る
べ
き
で
は
。
w
子
ど
も
や

保
護
者
等
が
参
加
す
る
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
十
分
な
検
証
を

行
う
べ
き
だ
。
学
校
選
択
制
の
見

直
し
等
を
。

教
育
長

q
例
え
ば
荏
原
東
地

区
で
の
開
設
計
画
で
は
、
速
や
か

に
関
係
校
の
保
護
者
や
地
域
関
係

者
に
計
画
の
趣
旨
を
説
明
し
、
そ

の
後
、
開
設
準
備
連
絡
会
と
保
護

者
説
明
会
を
開
催
し
た
。
今
後
と

も
機
会
を
と
ら
え
ご
意
見
等
を
聞

い
て
い
き
た
い
。
w
「
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
、
不
満
と
答
え
て
い

る
方
は
14
％
弱
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
見
直
す
考
え
は
な
い
。

学
校
耐
震
化
を
急
げ

q
学
校
改
築
や
耐
震
化
計
画
が

具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
12
校
に
つ

い
て
、
学
校
ご
と
に
耐
震
診
断
結

果
を
公
表
し
、
説
明
等
を
。

教
育
次
長

q
数
字
が
ひ
と
り

歩
き
し
、
混
乱
を
招
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で

補
強
工
事
の
必
要
の
「
あ
る
・
な

し
」
を
お
知
ら
せ
し
、
計
画
的
に

補
強
工
事
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
に
つ
い
て
、
方
針
の
切
り
か
え

を
表
明
し
た
が
、
現
在
の
待
機
者

の
た
め
に
増
設
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
た
の
か
。
w
八
潮
地
区

以
外
で
の
今
後
の
増
設
等
に
つ
い

て
伺
う
。

区
長

q
八
潮
地
区
へ
の
建
設

は
、
長
期
基
本
計
画
策
定
の
中
で
、

高
齢
者
人
口
の
増
加
傾
向
等
、
今

後
10
年
を
見
通
し
た
上
で
の
具
体

化
だ
。
w
一
定
数
の
整
備
は
必
要

と
考
え
る
が
、
具
体
化
に
つ
い
て

は
総
合
実
施
計
画
の
課
題
と
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
上
げ
を
や

め
、
高
齢
者
の
生
活
と
人
権
を
守

る
介
護
制
度
に
改
善
を

q
必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
い
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
訪
問
介
護
打
ち
切
り
が

適
切
な
対
応
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
の
か
な
ど
を
伺
う
。

福
祉
高
齢
事
業
部
長

q
一
律

に
、
同
居
家
族
の
有
無
の
み
で
す

る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
状
況
に

応
じ
た
判
断
を
し
て
い
る
。

介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
を
改
善

し
、
人
材
不
足
の
解
消
を

q
現
場
の
人
材
不
足
に
対
す
る

区
の
認
識
等
と
、
解
決
の
た
め
に

何
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
高
齢
事
業
部
長

q
区
内

社
会
福
祉
法
人
を
見
る
と
、
最
近
、

q
今
後
の
予
算
の
推
移
に
つ
い

て
見
解
は
。
w
政
策
展
開
を
す
る

上
で
上
乗
せ
サ
ー
ビ
ス
を
改
め
て

精
査
し
、
区
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

e
ど
の
よ
う
な
と
き
に
基
金
を
使

い
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
を
図

っ
て
い
く
の
か
を
、
区
民
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
r
ロ

ー
リ
ン
グ
は
、
毎
年
で
は
な
く
２

年
ご
と
に
行
う
と
計
画
事
業
と
予

算
事
業
の
統
一
を
図
ら
れ
る
の
で

は
。
t
市
街
地
再
開
発
は
意
義
が

あ
る
も
の
の
、
条
件
が
整
わ
な
い

地
域
で
は
、
今
後
不
燃
化
と
耐
震

化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
社
会

の
仕
組
み
や
制
度
を
抜
本
的
に
見

直
す
こ
と
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

y
住
宅
は
都
市
を
構
成
す
る
重
要

な
要
素
だ
。
社
会
的
性
格
を
有
す

る
こ
と
を
認
識
し
て
施
策
の
展
開

を
。
u
住
宅
市
場
の
環
境
整
備
に

適
切
に
関
与
し
、
総
合
的
な
住
宅

政
策
の
確
立
が
不
可
欠
で
は
。

i
各
世
代
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

定
住
す
る
よ
う
誘
導
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

o
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
観
点
で
、
区
民

石田　秀男 議員（自民）

長期基本計画素案について

八
潮
へ
の
特
養
ホ
ー
ム
建
設
は
歓
迎
。

待
機
者
解
消
に
向
け
、
さ
ら
に
増
設
を

鈴
木
ひ
ろ
子
　
議
員

（
共
産
）

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書

現在、地域における様々な課題の解決については行政だけではなく、地域住民自身の力に大き
な期待が寄せられており、地域に密着した公益性の高い活動については、ＮＰＯやボランティア
団体等によって活発な事業展開がなされている。
こうした中、自ら出資し、組織を協同で経営し、自ら働き、地域の課題を地域住民自身が解決
する形である「協同労働の協同組合」が注目され始めている。
しかしながら、この「協同労働の協同組合」には法的根拠がないため、社会的理解が不十分で
あり、現行では入札・契約ができない、社会保障の負担が働く個人にかかる等の問題がある。
既に欧米では、協同労働についての法制度が整備されており、日本においても国会での法制化
についての検討が始められている。
よって、品川区議会は、地域活性化や就労の創出の観点からも「協同労働の協同組合法（仮称）」
を速やかに制定するよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

平成20年10月22日

品川区議会議長　伊藤昌宏

衆議院議長 河野　洋平　様
参議院議長 江田　五月　様
内閣総理大臣 麻生　太郎　様
総 務 大 臣 鳩山　邦夫　様
厚生労働大臣 舛添　要一　様
経済産業大臣 二階　俊博　様
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配
布
す
る
予
定
な
の
か
。
!1
区
の

施
設
等
は
区
長
の
判
断
に
よ
り
封

鎖
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
る

が
、
い
つ
の
段
階
で
制
限
す
る
の

か
あ
ら
か
じ
め
数
値
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。
!2
学
校
に

お
い
て
も
3
閉
鎖
す
る
こ
と
に
よ

り
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
。
e
封
鎖
し
て
い
る
期

間
が
長
け
れ
ば
そ
の
間
の
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
等
が
必
要
に
な
る
が
、

用
意
さ
れ
て
い
る
の
か
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
広
報

等
を
活
用
し
な
が
ら
最
新
の
情
報

を
提
供
し
た
い
。
w
国
の
関
係
省

庁
等
か
ら
適
切
な
情
報
が
提
供
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。
e
一
種
の

災
害
と
し
て
位
置
づ
け
、
対
応
す

る
。
r
企
業
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
提
供
等
を
し
て
い
る
。
t
区
内

の
医
療
機
関
等
と
は
対
策
連
絡
会

議
を
随
時
開
催
し
、
連
携
の
強
化

に
努
め
て
お
り
、
今
後
は
都
等
と

も
協
調
体
制
の
整
備
を
図
る
。

y
危
機
管
理
室
と
連
携
を
と
り
つ

つ
、
教
育
委
員
会
を
含
め
、
全
庁

を
挙
げ
た
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

u
区
が
設
置
す
る
「
発
熱
セ
ン
タ

ー
」
と
医
療
機
関
が
設
置
す
る

「
発
熱
外
来
」
を
合
わ
せ
て
区
内

に
３
か
ら
５
か
所
程
度
を
想
定
し

て
い
る
。
i
開
発
等
は
国
の
責
任

で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

区
は
適
切
に
接
種
が
で
き
る
よ
う

体
制
の
整
備
に
努
め
る
。
o
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
備
蓄
等
は
都

道
府
県
の
責
務
と
さ
れ
て
お
り
、

区
独
自
の
備
蓄
を
追
加
す
る
考
え

は
な
い
。
!0
備
蓄
し
た
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
薬
は
、
原
則
と
し
て
医

師
の
判
断
の
も
と
に
治
療
に
用
い

ら
れ
る
。
医
療
関
係
者
等
へ
は
、

予
防
で
は
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
原
則
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
!1
都
等
と
連
携
を
し
、
国
内

発
生
期
や
都
内
流
行
期
な
ど
の
段

て
い
な
い
。
4
区
域
内
の
就
学
人

口
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
も
そ
う

し
た
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
e
適
正

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
統
合
し
、
構
成
母
体
校
と
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。

r
耐
震
基
準
の
変
更
等
が
あ
っ
た

た
め
、
新
た
な
追
加
補
強
工
事
の

必
要
が
生
じ
、
当
初
の
計
画
を
調

整
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
t
年

度
内
に
再
度
の
改
定
を
す
る
こ
と

は
考
え
て
な
い
。
y
食
材
経
費
は

保
護
者
負
担
が
原
則
だ
と
考
え
る
。

学
校
跡
地
等
区
有
地
の
活
用

に
つ
い
て

q
平
塚
小
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
拠

点
と
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

区
長

q
地
域
の
皆
様
か
ら
の

ご
要
望
等
を
十
分
に
参
考
に
し
つ

つ
、
成
案
を
ま
と
め
て
い
く
。

地
域
の
少
年
少
女
団
体
に
つ
い
て

q
少
年
少
女
団
体
に
つ
い
て
、

3
今
後
、
学
校
跡
地
が
発
生
し
た

場
合
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
利
用
に

際
し
、
無
料
で
利
用
が
で
き
る
な

ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を
。
e
野
球

団
体
が
、
天
王
洲
や
品
川
南
ふ
頭

等
の
区
の
施
設
を
利
用
し
た
場
合

に
、
何
ら
か
の
補
助
を
。

教
育
次
長

q
3
各
施
設
の
状

q
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
に

つ
い
て
、
予
定
ど
お
り
６
校
で
終

了
す
る
の
か
、
も
し
く
は
当
初
予

定
外
の
地
域
や
隣
接
地
域
へ
新
た

に
開
設
す
る
の
か
。
w
学
事
制
度

審
議
会
に
お
け
る
検
討
内
容
に
つ

い
て
3
小
学
校
の
適
正
規
模
や
適

正
配
置
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

e
小
学
校
の
学
校
選
択
制
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
区
内
を
四
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。
4
旧
来
の
通
学
区
域
の
変

更
等
は
話
し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
。

e
（
仮
称
）
荏
原
東
地
区
小
中
一

貫
校
に
当
初
予
定
の
な
か
っ
た
杜

松
小
と
荏
原
第
四
中
も
加
え
た
理

由
等
は
。
r
区
立
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
に
つ
い
て
遅
れ
て
い
る
理

由
等
を
伺
う
。
t
給
食
費
に
つ
い

て
、
適
正
な
価
格
で
間
違
い
の
な

い
食
材
料
を
仕
入
れ
る
た
め
に
も

再
度
、
検
討
が
必
要
で
は
。
y
学

期
中
に
１
日
、
食
育
デ
イ
を
設
け
、

行
政
か
ら
各
学
校
に
現
物
支
給
を

し
て
は
。

教
育
次
長

q
事
情
に
変
化
が

あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
。
w
3
中
間
の
ま

と
め
で
、
配
置
を
結
論
づ
け
な
い

と
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
学
校
選
択
制
の
制
度

趣
旨
を
踏
ま
え
た
配
置
バ
ラ
ン
ス

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
最
終
答

申
に
向
け
審
議
を
重
ね
て
い
る
。

e
審
議
会
の
審
議
事
項
に
含
ま
れ

況
や
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま
え
て
、

総
合
的
に
検
討
す
る
。
e
大
人
を

中
心
と
し
た
利
用
を
想
定
し
て
お

り
、
天
王
洲
公
園
野
球
場
等
の
利

用
に
対
し
、
使
用
料
の
減
免
制
度

を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

東
急
大
井
町
線
急
行
運
転
開
始

に
伴
う
問
題
点
に
つ
い
て

q
荏
原
町
駅
付
近
の
踏
切
が
、

な
か
な
か
、
あ
か
な
く
な
っ
た
。

歩
行
者
等
へ
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の

箇
所
を
示
し
、
迂
回
を
促
す
案
内

板
の
設
置
等
の
措
置
を
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
今

後
、
考
え
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
、
関
係
者
と
協
議
す
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

に
つ
い
て

q
な
ぜ
届
け
出
業
務
の
で
き
る

と
こ
ろ
と
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
か
。
w
最
前
線
で
あ
る
地
域

セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
と
必
要
な

人
的
配
置
等
を
。
e
事
業
部
再
編

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
区

民
生
活
事
業
部
の
所
管
で
、
連
合

町
会
長
会
議
や
青
少
年
対
策
地
区

委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
、
こ
の
二
者
の
関
係
に
つ

い
て
伺
う
。

区
民
生
活
事
業
部
長

q
住
民

情
報
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
わ
せ

て
開
設
し
た
本
庁
舎
窓
口
へ
の
集

中
傾
向
に
よ
り
処
理
件
数
が
大
き

く
減
少
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
異

動
手
続
を
お
お
む
ね
半
径
１
㎞
の

範
囲
で
カ
バ
ー
で
き
る
６
か
所
に

集
約
し
た
。
w
事
務
処
理
件
数
の

推
移
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
慎

重
に
検
討
す
る
。
e
連
合
町
会
と

青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
と
の
関

係
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
十
分

に
配
慮
す
る
。

q
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

す
る
区
民
の
認
識
は
低
い
と
考
え

る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
周
知

し
て
い
く
の
か
。
w
区
外
や
国
外

か
ら
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

区
内
企
業
、
特
に
外
資
系
や
大
使

館
等
に
発
生
の
際
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
よ
う
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。
e
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
災
害
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
必
要
で
は
。
r
区
内
企
業
等
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動

計
画
の
策
定
を
促
す
な
ど
し
て
は
。

t
都
、
近
隣
区
や
医
師
会
等
各
種

団
体
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
伺

う
。
y
庁
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
連
携
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
の

か
。
特
に
教
育
委
員
会
や
危
機
管

理
室
と
の
連
携
は
。
u
「
発
熱
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
等
に
つ
い
て
伺

う
。
i
区
の
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る

考
え
や
今
後
の
姿
勢
等
は
。
o
タ

ミ
フ
ル
等
の
備
蓄
を
、
新
た
に
区

独
自
で
増
や
す
考
え
等
は
あ
る
の

か
。
!0
タ
ミ
フ
ル
の
配
布
方
法
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
や
社
会
的
機

能
維
持
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

石田　慎吾 議員（民主）

新型インフルエンザ対策
について

区
立
学
校
の
今
後
に
つ
い
て

渡
部
　
　
茂
　
議
員

（
無
ク
）

階
ご
と
に
対
応
を
決
め
て
い
く
。

!2
3
発
生
時
に
、
区
の
計
画
に
合

わ
せ
学
校
医
と
十
分
な
連
携
を
図

っ
て
対
応
す
る
。
e
家
庭
学
習
と

な
る
が
、
そ
の
状
況
に
よ
り
柔
軟

に
対
応
す
る
。

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

q
多
く
の
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
を
用
い
て
環
境
問
題
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
が
、
区
の
新
し
い

環
境
技
術
の
活
用
へ
の
考
え
は
。

w
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
学
校
教
育
を
め
ざ
す
の
か
。

区
長

q
技
術
開
発
が
進
展
し

て
い
る
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
活
用
に
つ
い

て
研
究
す
る
。
w
市
民
科
で
は
、

自
ら
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
問
題

意
識
を
持
ち
、
解
決
に
向
け
て
行

動
す
る
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ

地方公会計制度改革の推進に関する意見書

今日、地方自治体は、自らの財政構造を透明化し住民への一層の説明責任を遂行するとともに、
その経営力を強化することが求められている。そのため、発生主義会計の視点を取り入れた地方
公会計制度の改革およびその具体化にむけた財務諸表の充実と公会計基準の作成が喫緊の課題と
なっている。
こうした中、国は、「基準モデル」と「総務省方式改定モデル」という２つの公会計モデルを
提示した。しかし、これらのモデルの作成過程において、地方自治体の意見が十分に反映されて
いるとは言えない。また、これらのモデルは、我が国で一般的に用いられている企業会計基準や、
諸外国で準拠している国際公会計基準の考え方とも異なるものである。さらに、モデルの採用が
自治体によって２つに分かれるとなると、他の自治体との比較分析に活用することも困難となる
ため、多くの自治体が困惑している。
よって、品川区議会は、国会および政府に対し、財務諸表が住民にわかりやすいものとなるよ
う、地方自治体の広範な参画の下に、全国標準となり得る公会計基準を作成するよう強く要請す
る。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

平成20年10月22日

品川区議会議長　伊藤昌宏

衆議院議長　河野　洋平　様
参議院議長　江田　五月　様
内閣総理大臣　麻生　太郎　様
総 務 大 臣　鳩山　邦夫　様

と
を
め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

q
国
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
、
区
の
今
後
の
対
応
、
考
え

は
。
w
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

必
要
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
請

を
国
等
に
行
う
べ
き
で
は
。
e
取

得
以
外
に
も
、
国
有
財
産
特
別
措

置
法
第
２
条
第
２
項
第
４
号
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
老
人
福
祉

施
設
の
検
討
等
が
あ
る
の
で
は
。

企
画
部
長

q
国
有
財
産
で
あ

る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
用
地
取

得
に
つ
い
て
は
、
価
格
等
を
総
合

的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

w
国
等
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら

取
得
し
て
い
き
た
い
。
e
区
は
そ

の
用
地
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
無
権

利
者
で
あ
る
の
で
、
長
期
に
わ
た

る
国
へ
の
働
き
か
け
が
避
け
ら
れ

な
い
も
の
と
考
え
る
。
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決
算
特
別
委
員
会
の
７
日
目
に
、
各
会
派

を
代
表
し
て
９
人
の
委
員
が
、
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
全
般
に
わ
た
り
総
括
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
以
下
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決算
特別委員会
総括質問

決算
特別委員会
総括質問

介護報酬の見直しに関する意見書
介護保険制度が平成12年に開始されてから今日までの間、サービス供給主体の多様化、サービス供給量の増加、
サービスの質の向上という点で飛躍的な進展があった。
しかしながら、介護保険制度発足後２度にわたる介護報酬の改定などを背景に運営事業者の収支差の率は大幅
に低下しており、特に東京特別区の地域においては、国の平成19年事業経営概況調査においても介護老人福祉施
設の場合、収支差がマイナス５.２％となっている。また、昨今の食材費や燃料費の高騰は事業運営に大きな影
響を与えている。
こうした中で、従事者の給与水準は相対的に低く、介護現場においては離職者の補充が困難になるなど人手不
足が深刻化している状況にある。このような状況を看過することは、ようやく整いつつある介護基盤を揺るがす
ことにつながりかねない。
他方、国においては、「社会福祉事業に従事する者の確保を図るための措置に関する指針」を昨年改正してお
り、この中では国民各層から選択される職業となるよう給与を含めた労働環境の改善が明記されている。
そこで、品川区議会はこの人材確保指針の趣旨が実現されるよう介護報酬の改定の中で、とりわけ都市部にお
ける報酬加算率を含め十分配慮されるよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

平成20年10月22日

品川区議会議長　伊藤昌宏

内閣総理大臣　麻生　太郎　様
厚生労働大臣　舛添　要一　様

等
す
る
の
か
。
e
地
域
で
の
存
在

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

!1
学
校
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
地
域
の
方
々
で
検
討
委
員
会
を

つ
く
り
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

公
有
地
の
活
用
に
対
し
、
地
域
住

民
の
優
先
権
等
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。
!2
ウ
ェ
ル
カ

ム
セ
ン
タ
ー
原
に
つ
い
て
3
利
用

料
の
設
定
が
さ
れ
た
経
緯
等
は
。

e
近
隣
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
と
重

な
ら
な
い
よ
う
に
、
斬
新
な
活
用

を
研
究
し
運
用
を
。
!3
公
有
地
の

活
用
に
お
け
る
、
区
の
政
策
と
、

地
域
住
民
や
全
区
民
の
思
い
と
の

関
係
お
よ
び
協
働
に
つ
い
て
伺
う
。

!4
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
考
え
で

組
織
改
正
、
連
携
事
業
を
進
め
て

い
く
の
か
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
昨
年

度
は
小
学
校
21
校
と
公
私
立
の
幼

稚
園
・
保
育
園
33
園
が
各
種
の
交

流
事
業
を
行
っ
た
。
w
本
年
度
は

関
係
機
関
の
方
々
に
呼
び
か
け
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
e
こ
れ

か
ら
も
親
育
ち
の
支
援
の
観
点
か

ら
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。
r
こ

れ
か
ら
は
就
学
前
に
お
け
る
乳
幼

児
教
育
の
強
化
が
国
を
挙
げ
て
の

課
題
と
な
る
な
ど
だ
。
t
大
事
な

こ
と
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
ひ

と
し
く
保
育
・
教
育
の
機
会
を
提

供
し
、
親
の
子
育
て
を
支
援
す
る

こ
と
だ
。
y
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に

対
応
し
た
費
用
負
担
の
あ
り
方
を

研
究
す
る
。
!0
3
こ
れ
か
ら
も
親

育
ち
支
援
な
ど
を
通
し
て
相
談
業

務
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

e
子
ど
も
や
青
少
年
の
健
全
育
成

の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

教
育
次
長

u
地
理
的
条
件
等

を
も
と
に
連
携
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
て
い
る
。
i
各
学
校
で
の
取
り

組
み
の
さ
ら
な
る
進
展
と
充
実
を

支
援
す
る
。
o
3
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ

の
平
準
化
等
を
図
り
、
事
業
の
円

滑
な
継
続
に
向
け
た
取
り
組
み
は

必
要
だ
。
e
今
後
と
も
保
護
者
や

地
域
の
方
と
も
連
携
を
密
に
す
る

な
ど
、
事
業
運
営
に
当
た
る
。

区
長

!1
区
が
近
隣
の
皆
様
の

考
え
を
お
聞
き
す
る
の
は
、
地
域

の
権
利
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
政
策
決
定
の
一
助
と
す
る

た
め
だ
。
!2
3
地
域
住
民
で
構
成

す
る
運
営
協
議
会
が
、
利
用
料
を

検
討
し
決
定
し
た
。
e
施
設
ご
と

の
利
用
の
実
態
や
区
民
の
声
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。
!3
地
域

の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
つ

つ
、
区
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
そ

れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
い
、
さ

ら
に
区
の
考
え
を
ご
説
明
す
る
と

い
う
相
互
関
係
を
一
貫
さ
せ
る
な

ど
の
姿
勢
で
臨
む
。
!4
組
織
の
各

部
門
が
区
民
と
の
連
携
の
あ
る
べ

き
姿
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
点

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な

組
織
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

教
育
環
境
に
つ
い
て

q
介
助
員
制
度
の
変
更
理
由
等

に
つ
い
て
伺
う
。
w
各
学
校
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
、
専
門
的
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
立
場
の
人
材
を
区
独

自
で
配
置
し
て
は
。
e
学
校
施
設

の
屋
上
緑
化
に
つ
い
て
、
改
善
状

況
等
を
伺
う
。

教
育
次
長

q
心
身
障
害
教
育

か
ら
特
別
支
援
教
育
へ
の
流
れ
の

中
で
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

制
度
変
更
を
行
っ
た
。
w
支
援
体

制
を
と
っ
て
お
り
、
区
独
自
に
別

途
配
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
e
現
在
、
３
校
に
お
い
て
、

土
や
植
物
の
選
び
方
等
を
実
験
的

に
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
取
り
組

み
の
参
考
に
し
た
い
。

q
幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て
、

小
学
校
と
隣
接
す
る
幼
稚
園
や
保

育
園
の
交
流
の
実
績
等
は
。
w
冊

子
「
の
び
の
び
育
つ
し
な
が
わ
っ

こ
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
。
e
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
問

題
の
解
決
に
は
、
保
護
者
へ
の
働

き
か
け
も
重
要
で
は
。
r
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
の
幼
保
一
体
化
施
設
が

運
営
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。
t
保
育
園
と
幼

稚
園
に
対
す
る
、
保
護
者
の
認
識

の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る

の
か
。
y
費
用
負
担
等
、
幼
稚
園

や
保
育
園
で
平
等
に
教
育
を
受
け

ら
れ
る
区
独
自
の
制
度
の
創
設
を
。

u
小
中
一
貫
教
育
の
連
携
校
の
組

み
合
わ
せ
等
に
つ
い
て
伺
う
。

i
各
学
校
の
特
色
を
明
確
に
示
す

べ
き
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を

精
い
っ
ぱ
い
伸
ば
せ
る
環
境
整
備

の
研
究
を
。
o
す
ま
い
る
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
3
新
規
・
中
途
採
用

を
行
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
等
を
。

e
地
域
の
子
育
て
の
輪
を
広
げ
る

担
い
手
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
見
解
は
。
!0
児
童
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
3
今
後
、
役
割
は
拡
大

西本　貴子 議員（無会）

連携・協働について

平成20年第2回区議会定例会で採択し、区長に報告を求めた陳情について、
次のとおり報告があったので、お知らせいたします。
ホームレス救済の施設の建設に関する陳情
特別区と東京都は、ホームレス問題について、都区が一体となって取組む
べき課題と認識し、自立を支援しています。
これまでの応急援護を中心とした対応から、平成12年7月に都区の共同事
業として就労自立に向けて一貫した自立支援システムを構築しました。第1
ステップでは、緊急一時保護センターにおいて心身の回復と今後の処遇方針
を定め、第2ステップで自立支援センターにおいて就職活動や就労定着に向
けた取組みを行っています。
23区の5ブロックごとに各区持ち回りで5年単位にこれらの施設を設け、

その運営を特別区人事・厚生事務組合に委託しています。品川区の属する第
3ブロックでは、緊急一時保護センターを世田谷区が平成23年まで設置しま
す。自立支援センターは渋谷区が平成21年まで設置し、その後は品川区が
設置することになっています。
したがいまして、今後も着実な自立にむけた取組みを続けていきます。

採択されて区長に送られた陳情についての報告

３
長
期
基
本
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て

４
商
店
街
の
装
飾
灯
（
商
店
街
の
負
担
、

電
気
代
補
助
等
）
に
つ
い
て

阿
部
祐
美
子
　
委
員
（
民
主
）

１
安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
（
近
隣
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
、

学
校
か
ら
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル
等
）

に
つ
い
て

２
特
別
支
援
教
育
（
各
学
校
の
体
制
整

備
、
学
習
支
援
員
・
介
助
員
の
体
制

等
）
に
つ
い
て

３
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

４
団
塊
世
代
意
識
調
査
に
つ
い
て

５
職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て

渡
部
　
　
茂
　
委
員
（
無
ク
）

１
学
校
教
育
（
新
学
習
指
導
要
領
と
小

中
一
貫
教
育
要
領
と
の
違
い
、
学
校

選
択
制
）
に
つ
い
て

２
在
宅
介
護
の
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

３
広
報
広
聴
（
メ
ー
ル
配
信
と
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
の
導
入
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

双
方
向
性
）
に
つ
い
て

４
住
基
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て

藤
原
　
正
則
　
委
員
（
無
会
）

１
財
政
と
基
金
（
基
金
積
み
立
て
の
必

要
性
と
目
的
、
19
年
度
に
大
幅
増
と

な
っ
た
理
由
等
）
に
つ
い
て

２
保
育
園
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

３
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

４
武
蔵
小
山
駅
前
再
開
発
に
つ
い
て

５
長
期
基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
た
組

織
改
正
（
職
員
体
制
、
人
材
育
成
等
）

に
つ
い
て

市
川
　
和
子
　
委
員
（
ネ
ッ
ト
）

１
特
別
支
援
教
育
（
介
助
員
・
支
援
員
、

委
託
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
諸
課
題
、
発
達
障
害

児
対
応
等
）
に
つ
い
て

２
妊
産
婦
へ
の
支
援
（
国
保
の
出
産
育

児
一
時
金
、
区
内
の
産
科
の
状
況
等
）

に
つ
い
て

３
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
特
定
事

業
主
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
等
）
に

つ
い
て

大
沢
　
真
一
　
委
員
（
自
民
）

１
財
政
健
全
化
法
（
制
定
の
背
景
と
目

的
、
判
断
比
率
の
自
治
体
間
比
較
、

財
務
諸
表
の
整
備
な
ど
公
会
計
改
革

と
の
関
係
等
）
に
つ
い
て

２
各
種
統
計
調
査
の
目
的
と
区
の
施
策

へ
の
活
用
に
つ
い
て

３
日
本
語
の
乱
れ
（
活
字
離
れ
へ
の
学

校
教
育
の
対
応
、
会
話
能
力
の
養
成

等
）
に
つ
い
て

須
藤
　
安
通
　
委
員
（
自
民
）

１
国
語
教
育
（
美
し
い
日
本
語
の
学
習

等
）
に
つ
い
て

２
学
校
耐
震
化
工
事
（
進
捗
状
況
、
今

後
の
進
め
方
）
に
つ
い
て

３
平
成
19
年
度
一
般
会
計
（
各
款
別
の

執
行
率
、
決
算
審
査
意
見
書
の
留
意

事
項
、
事
務
執
行
に
お
け
る
職
員
の

意
識
改
革
）
に
つ
い
て

浅
野
　
浩
之
　
委
員
（
公
明
）

１
広
報
し
な
が
わ
（
評
価
と
認
知
度
向

上
、
広
告
料
収
入
と
広
告
掲
載
可
否

の
判
断
基
準
、
配
布
方
法
等
）
に
つ

い
て

２
電
子
自
治
体
の
推
進
（
電
子
申
請
お

よ
び
届
出
の
登
録
件
数
と
実
際
の
件

数
等
）
に
つ
い
て

３
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

武
内
　
　
忍
　
委
員
（
公
明
）

１
区
民
と
の
協
働
（
こ
れ
ま
で
の
協
働

の
総
括
と
今
後
の
進
め
方
、
区
と
区

民
の
役
割
を
明
確
に
し
協
働
の
推
進

に
向
け
た
条
例
の
制
定
、
基
金
の
設

置
や
区
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
協
働
の
担
い
手
へ
の
支
援
、

防
災
・
防
犯
を
通
じ
た
協
働
の
あ
り

方
）
に
つ
い
て

南
　
　
恵
子
　
委
員
（
共
産
）

１
新
た
な
特
養
整
備
の
考
え
方
に
つ
い

て
２
介
護
保
険
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
、
市
町
村
特
別
給
付
事
業
）
に
つ

い
て



日
本
共
産
党

品
川
区
議
団
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品
川
自
民
党
区
議
団
は
、
平
成
19

年
度
品
川
区
一
般
会
計
・
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
・
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
各

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
致
し
ま
す
。

濱
野
区
長
が
初
め
て
編
成
し
た
予

算
を
執
行
し
た
本
決
算
は
、
実
質
収

支
額
約
27
億
９
千
９
百
万
円
、
単
年

度
収
支
額
約
９
千
万
円
の
黒
字
で
あ

り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
の
大
幅
な

減
少
に
よ
り
前
年
度
対
比
マ
イ
ナ
ス

の
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
種
財

政
指
標
も
良
好
な
数
値
が
示
さ
れ
て

お
り
、
品
川
区
財
政
は
健
全
性
が
維

持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
施
政
方
針
の
重
点
課
題

で
あ
り
ま
し
た
、
子
育
て
支
援
・
教

育
改
革
、
高
齢
社
会
対
策
、
安
全
安

心
の
社
会
づ
く
り
、
環
境
対
策
、
行

政
改
革
の
推
進
な
ど
積
極
的
な
事
業

展
開
が
図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
致
し

ま
す
。
し
か
し
、
都
区
間
の
役
割
分

担
に
つ
い
て
は
現
在
も
ま
だ
論
議
が

継
続
中
で
あ
り
、
早
期
解
決
の
見
通

し
が
た
た
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
や
、

社
会
構
造
・
環
境
の
大
き
な
変
化
、

さ
ら
に
世
界
金
融
情
勢
の
変
動
、
経

済
の
減
速
の
影
響
も
加
わ
り
、
区
の

抱
え
る
課
題
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
耐
震
化
全
校
実
施
、
障
害
者

施
策
、
商
店
街
支
援
等
、
我
が
会
派

が
区
民
の
方
々
か
ら
お
聞
き
し
、
決

算
委
員
会
に
お
い
て
指
摘
、
政
策
提

言
を
し
ま
し
た
項
目
に
つ
き
、
前
向

き
に
捉
え
、
策
定
中
の
長
期
基
本
計

画
・
総
合
実
施
計
画
に
反
映
し
、
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

品
川
自
民
党

区

議

団

日
本
共
産
党
は
一
般
会
計
、
国
保
、

介
護
の
各
会
計
決
算
の
認
定
に
反
対

し
、
老
人
保
健
会
計
決
算
は
認
定
し

ま
す
。
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

q
暮
ら
し
が
た
い
へ
ん
な
の
に
住
民

税
や
国
保
料
を
値
上
げ
。
品
川
区
の

基
金
は
１
５
０
億
円
余
も
積
み
増
し

て
７
０
０
億
円
を
超
え
ま
し
た
。「
健

全
財
政
」
と
い
い
ま
す
が
、
毎
年
10

人
ほ
ど
し
か
入
れ
な
い
区
営
住
宅
や

認
可
保
育
園
の
増
設
、
商
店
街
装
飾

灯
の
電
気
代
補
助
の
増
額
な
ど
区
民

要
望
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

w
大
崎
、
大
井
町
、
武
蔵
小
山
の
再

開
発
に
昨
年
36
億
円
余
の
補
助
金
を

投
入
し
ま
し
た
。
区
内
に
は
空
室
が

３
万
戸
を
超
え
、
ビ
ル
の
風
被
害
も

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
開

発
は
見
直
し
て
環
境
対
策
と
住
宅
耐

震
化
こ
そ
強
化
す
べ
き
で
す
。

e
学
校
統
廃
合
計
画
を
強
引
に
す
す

め
る
の
は
や
め
て
父
母
、
住
民
に
説

明
す
べ
き
で
す
。
一
部
の
学
校
で
実

質
的
な
「
少
人
数
学
級
」
を
導
入
し

ま
し
た
が
、
全
校
実
施
を
求
め
ま
す
。

r
介
護
保
険
会
計
は
低
所
得
者
に
重

く
な
る
保
険
料
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

削
減
し
基
金
が
20
億
円
を
超
え
ま
し

た
。
保
険
料
減
額
で
区
民
に
還
元
す

べ
き
で
す
。
国
保
料
値
上
げ
で
加
入

世
帯
の
28
％
が
滞
納
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
値
下
げ
を
求
め
ま
す
。

t
品
川
区
基
本
構
想
は
理
念
の
第
一

を「
国
際
都
市
品
川
」と
し
て
大
規
模

開
発
を
前
面
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

区
民
は
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て
支
援

を
望
ん
で
い
ま
す
。
区
民
要
望
を
第

一
に
す
る
長
期
計
画
を
求
め
ま
す
。

品
川
区
議
会

公

明

党

民
主
品
川
会
派
を
代
表
し
、
平
成

十
九
年
度
の
品
川
区
の
決
算
に
つ
い

て
意
見
表
明
を
行
い
ま
す
。

品
川
区
一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
、

同
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
歳
入
・

歳
出
、
同
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

歳
入
・
歳
出
、
同
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
・
歳
出
に
つ
い
て
認
定
を
致

し
ま
す
。

決
算
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
歳
入

と
歳
出
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
普

通
会
計
の
実
質
収
支
は
約
二
八
億
円

の
黒
字
、
経
常
収
支
比
率
は
七
二
・

五
％
、
人
件
費
比
率
は
二
二
・
三
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
米
国
経
済
の
不
況

下
で
世
界
の
国
々
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が

国
内
で
も
、
中
小
零
細
企
業
や
事
業

者
の
間
で
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
を
始

め
、
鉄
鋼
材
料
費
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
企
業
の
倒
産
、
失
業
者
の
増
大

な
ど
深
刻
な
雇
用
労
働
問
題
も
発
生

し
、
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
品
川
区
は
今

後
と
も
引
き
続
き
健
全
な
財
政
確
立

と
財
政
運
営
に
努
め
る
と
共
に
、
今

次
決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
を
通
じ

て
、
私
達
の
会
派
の
中
か
ら
出
さ
れ

ま
し
た
地
域
及
び
区
民
の
声
と
政
策

要
望
等
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

新
し
い
長
期
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
く
中
で
、
ま
た
新
年
度
の
予

算
編
成
の
際
に
お
い
て
も
、
よ
く
検

討
さ
れ
、
区
政
発
展
の
た
め
に
反
映

さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
を
し
、
意
見
表

明
を
終
わ
り
ま
す
。

民
主
品
川

品
川
区
議
会
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
は

平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
、
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
各

歳
入
・
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
決
算
は
、
行
財
政
改

革
に
よ
り
事
業
の
所
要
人
員
の
見
直

し
や
、
事
務
事
業
の
効
率
的
執
行
に

努
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
健
全
財
政

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

一
般
会
計
の
歳
入
が
約
１
千
300
億
円

の
中
、
収
支
は
約
28
億
円
の
黒
字
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
他
に
約
107
億
円

を
施
設
整
備
基
金
に
積
み
上
げ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
約
747
億
円
の

基
金
を
蓄
積
し
た
財
政
基
盤
は
高
く

評
価
で
き
ま
す
。

さ
て
品
川
区
民
の
生
活
実
態
を
見

据
え
ま
す
と
、
資
材
の
高
騰
に
よ
り

大
半
の
中
小
零
細
企
業
は
、
売
り
上

げ
や
利
益
が
減
少
し
廃
業
や
倒
産
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人
所

得
が
伸
び
悩
む
中
、
生
活
必
需
品
の

急
激
な
高
騰
に
よ
り
、
区
民
の
家
計

は
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
国
で
決
め
た
高
齢
者
の
医
療
・
介

護
や
障
害
者
福
祉
制
度
は
、
所
得
が

少
な
い
区
民
に
更
な
る
負
担
を
強
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
企
業
や
区
民

の
努
力
だ
け
で
は
何
も
改
善
で
き
ず
、

国
や
都
も
当
て
に
で
き
ま
せ
ん
。
社

会
福
祉
の
観
点
か
ら
正
に
今
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
同
じ
区
民
を
、
区
民

の
税
金
で
も
っ
と
支
援
す
る
政
策
を

要
望
し
ま
す
。
ま
た
未
来
を
担
う
一

人
一
人
の
子
ど
も
に
向
き
合
え
る
教

育
環
境
を
、
早
急
に
整
備
す
る
事
を

要
望
し
ま
す
。

品
川
区
議
会

無
所
属
ク
ラ
ブ

品
川
区
議
会

無
所
属
の
会

品
川
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２
０
０
７
年
度
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
、
老
人
保
健
医

療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

の
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

し
ま
す
。

07
年
度
決
算
か
ら
導
入
さ
れ
た
財

政
健
全
化
指
標
は
満
た
し
て
い
ま
す

が
、
予
算
執
行
率
は
低
く
、
使
わ
れ

な
か
っ
た
額
は
59
億
円
に
の
ぼ
り
、

区
の
基
金
は
当
初
予
算
の
86
億
円
か

ら
152
億
円
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

自
治
体
行
政
の
第
一
義
は
区
民
の

福
祉
向
上
で
す
。
特
に
困
難
を
抱
え

た
人
た
ち
へ
施
策
の
充
実
を
求
め
ま

す
。
子
育
て
支
援
は
子
ど
も
の
生
き

る
力
を
応
援
し
、
子
育
て
を
協
力
し

合
え
る
地
域
の
環
境
整
備
も
必
要
で

す
。
女
性
の
働
き
方
は
子
ど
も
が
病

気
で
も
休
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

30
年
前
か
ら
す
す
ん
で
い
ま
せ
ん
。

特
定
事
業
者
と
し
て
男
女
が
と
も
に

働
き
子
育
て
が
で
き
る
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
構
築
を
望
み
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
共
同
事
業
は
評
価
、

委
託
料
の
算
出
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

全
庁
で
一
貫
し
た
適
正
な
評
価
基
準

に
な
る
よ
う
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

区
が
取
り
組
む
市
民
と
の
協
働
は

評
価
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
情
報
の

開
示
と
共
有
が
不
可
欠
で
す
。
住
民

自
治
を
基
本
に
多
様
な
市
民
や
団
体

に
よ
る
問
題
解
決
の
機
会
を
設
け
て

い
く
こ
と
は
行
政
の
重
要
な
役
割
で

す
。
新
た
な
基
本
構
想
の
実
現
に
は

市
民
・
行
政
・
議
会
で
構
成
さ
れ
る

自
治
体
の
基
本
理
念
と
運
営
ル
ー
ル

を
定
め
た
自
治
基
本
条
例
の
策
定
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

（ （

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
・
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
・
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
各
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま

す
。決

算
の
概
要
は
、
歳
入
、
歳
出
総

額
と
も
前
年
を
下
回
る
緊
縮
型
と
な

っ
た
一
方
、
経
常
収
支
・
人
件
費
比

率
や
財
政
健
全
化
新
指
標
数
値
か
ら

は
、
区
財
政
の
健
全
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
内
容
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
や
す

こ
や
か
児
童
手
当
及
び
介
護
予
防
事

業
の
拡
充
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、
公
明
党

が
推
進
し
て
き
た
施
策
を
含
め
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
重
点
的

な
施
策
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
、
予
算

の
適
確
な
執
行
に
努
め
ら
れ
た
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。

尚
、
今
後
の
社
会
情
勢
は
、
区
行

政
を
含
め
区
民
生
活
、
区
内
中
小
企

業
な
ど
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
厳
し
い

局
面
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
区
に
あ

っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税

や
各
種
基
金
の
創
設
な
ど
に
よ
る
歳

入
の
確
保
に
努
め
ら
れ
、
先
行
き
不

透
明
な
経
済
状
況
に
対
し
、
区
民
生

活
や
中
小
企
業
な
ど
へ
の
効
果
的
な

施
策
の
展
開
に
特
段
の
努
力
を
傾
注

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
耐
震
化
や
乳
が
ん
検
診
、

振
り
込
め
詐
欺
対
策
な
ど
、
喫
緊
の

課
題
に
対
し
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ

る
適
切
な
対
応
を
強
く
求
め
ま
す
。

平
成
19
年
度
品
川
区
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

賛
成
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
実
質
収
支
は
約
28

億
円
の
黒
字
、
実
質
収
支
比
率
は

３
・
０
％
、
経
常
収
支
比
率
は
72
・

５
％
、
公
債
比
率
は
６
・
１
％
、
人

件
費
比
率
は
22
・
３
％
な
ど
各
種
指

標
か
ら
健
全
財
政
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
の
日
本
経
済
の
成
長

率
は
前
年
度
比
１
・
６
％
増
と
昨
年

度
よ
り
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

お
り
、
原
油
高
の
高
騰
や
米
国
経
済

低
迷
に
加
え
、
年
金
問
題
な
ど
、
将

来
の
生
活
に
対
し
不
安
な
情
勢
の
中
、

財
政
的
な
負
担
感
も
さ
ら
に
強
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
中
で
品
川
区
は
、
健
全
財
政
を
堅

持
し
、
不
安
定
な
経
済
状
況
に
も
対

応
で
き
る
財
政
力
を
蓄
え
、
区
民
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
る
べ
く
、
効
率
で
効

果
的
な
財
政
運
営
の
元
、
積
極
的
な

事
業
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

品
川
区
新
基
本
構
想
の
最
大
の
特

徴
で
あ
る
、
協
働
と
い
う
視
点
は
、

今
後
の
品
川
区
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
る
も
の
で
す
が
、
も
っ
と
も
困

難
な
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

区
の
役
割
、
区
民
の
役
割
、
各
種
機

関
の
役
割
を
明
確
に
し
、
責
任
を
持

っ
て
、
区
民
自
ら
も
問
題
解
決
に
関

与
し
て
い
く
と
い
う
意
識
改
革
を
必

要
と
し
ま
す
。
多
様
化
す
る
区
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
よ
り
地
域
の

実
情
を
知
り
、
専
門
的
知
見
の
構
築

を
図
り
、
濱
野
区
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
で
こ
の
新
基
本
構
想
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


